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第 5 章では，品出国相粒子が金属間化合物 (AL4 Mn , AL6 Mn) である合金スラリーについて調べ
ている。その結果，みかけの粘性は AL4 Mn I乙変態し始めると急激に減少し，終了するとほぼ一定とな
り，共晶反応が始まると再び増加することを明らかにしている。また AL6 Mn についても撹伴によって
合体がおこることを見出している。
第 6 章では，晶出回相粒子が非金属(Si ) 粒子である合金スラリーについて調べている。その結果，
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3) 撹伴は晶出回相粒子を破砕 分断させるだけでなく 晶出相が単相の場合は破砕微細粒子を合体さ
せることがあり，また共晶のような二相の場合は共晶の構成相に分離させる乙ともある乙とを見出し，
それらの形成機構を明らかにしている。
以上のように本論文は，晶出相の異なる合金撹伴スラリーの粘性挙動並びに晶出分散固相粒子の分布
状態および凝固組織の形成機構を明らかにするとともに，合金スラリーの凝固現象に関する重要な新し
い知見を与えており 金属凝固学並びに鋳造工学の発展に貢献すると乙ろ極めて大である。よって本論
文は博士論文として価値あるものと認める。
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